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令和 3 年度  都留文科大学附属小学校 学校評価（自己評価） 

 

 今年度は，下に示す７つの評価項目について自己評価を行った。評価は「良い（４点），ほぼ良い

（３点），やや良くない（２点），良くない（１点）」の４段階とした。 

 結果を割合で示すとともに，平均点を出して昨年度と比較した。 

 

 

評価項目 

１，学校教育目標・学校経営・学級経営・教職員組織について 

２，教育課程・年間指導計画・学校行事について 

３，学習指導（教科指導・総合的な学習の時間・特別活動）について 

４，心の教育（道徳教育）・生徒指導・特別支援教育について 

５，健康安全指導について 

６，英語教育・環境教育・福祉教育・情報教育・キャリア教育・図書館教育・他について 

７，保護者・地域・大学との連携について 

 

 

１学校教育目標・学校経営・学級経営・教職員組織について 

平均 3.8（昨年度 3.6） 

平均 3.９（昨年度 3.

５） 
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【意見等】 

・校務分掌の偏りについては，いろいろな雇用形態等があるので仕方がないと思うが，何とかした

い。その人が異動になっても学校が動かせるようにするために,ポイントになる分掌については複数担

当にして仕事が分かるようにしておく方法もある。(仕事量は増えるが・・・） 

【考察】 

・学校教育目標に基づいた教育活動が行われ，連絡・報告・相談が行われていた。 

・それぞれの教員が児童理解に努め，丁寧な対応をして学級経営が行われた。 

・目的が何かを明確にし，教職員が相互理解を図る中で信頼関係を深めるように努める必要がある。 

・校務分掌について，学校が小規模化している為，内容の精選を進める時期に来ていると考えられる 

・仕事内容については，簡単で良いのでメモをとる習慣をつけて次に伝える工夫をする。また，

教わりながら仕事を進めていくという形がとれるよう，相談ができる時間の確保を検討したい。 

平均 3.０（昨年度 3.4） 

平均 3.6（昨年度 3.6） 

平均 2.0（昨年度 3.0） 
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２ 教育課程・年間指導計画・学校行事について 

 

 

 

平均 3.5（昨年度 3.4） 

平均 3.3（昨年度 3.3） 

平均 3.9（昨年度 3.4） 

平均 3.9（昨年度 3.0） 
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【意見等】 

・学校行事については職員会議で提案されたものをもとに進められており,共通理解を図った上で

進められていた。 

【考察】 

・コロナ禍で，普段以上に工夫をしながら進めなくてはならない教育活動が多かったが，そのと

きどきに知恵を出し合いながら最善の策を考え実施することができた。 

・授業時数については，昨年度に比較し確保できる状態にあった。年度末に向けて，各教科とも

に目標時数により近づけるようにしていく。 

 

３ 学習指導（教科指導・総合的な学習の時間・外国語活動・特別活動）について 

 

 

 
 

平均 3.4（昨年度 3.1） 

平均 3.7（昨年度 3.2） 

平均 3.4（昨年度 3.3） 
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【意見等】 

・少人数学級ということで，各学級で児童の実態に応じた対応がされていることと思う。 

【考察】 

・日常の授業において，一人一人の学習状況を把握してていねいな関わりを行っている。  

・すこやかタイムでミライシードの活用も行い，基礎・基本の定着にも取り組んできた。しかしな

がら，学力の更なる伸びのために，３つの検定の取組も含めながら指導法の工夫をしていく。 

・言語活動の充実は，各教科において意識的に進めていく必要がある。 

・全校児童の人間関係作りについては，各種取組を通じて大きな成果をおさめた。 

 
 

平均 3.3（昨年度 3.1） 

平均 3.3（昨年度 3.4） 

平均 3.8（昨年度 3.3） 
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４ 心の教育（道徳教育）・生徒指導について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均 3.6（昨年度 3.２） 

平均 3.０（昨年度 3.4） 

平均 3.8（昨年度 3.4） 

平均 3.4（昨年度 3.４） 
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【意見等】 

・問題行動や特別支援に関しては，コーディネーターの働きかけによってさまざまなことがうまく

回っているように感じている。 

・もう少し細部にわたっての指導方針を話し合う時間が必要であったと反省している。 

【考察】 

・４－⑥の項目で全校児童の人間関係作りが良好であると高評価が出ている。目的を明確にして

活動すると，児童の力が伸びるので，②の内容をどう進めていくか，管理職をはじめ全職員が共

通意識のもと組織的に進めていくことが必要である。 

・一朝一夕にはいかないが，道徳の授業を更に充実させ，良識ある行動が取れるように今後も指

導を重ねていく。 

・それぞれの学級において，児童一人一人のみとりができているという全体的な傾向が③の高評

価につながっている。アンテナを高くして児童の変化に気づける教師でいるように今後も心がけ

たい。 

・心の教育・生徒指導に関しては，コーディネーターの果たす役割は大きい。一緒にことにあた

りながら学び，今後の指導に役立てていく。 

 

５ 健康安全指導について 

 

 

平均 4.0（昨年度 3.7） 

平均 4.0（昨年度 3.3） 
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【意見等】 

【考察】 

・児童の健康の把握，家庭との連携等，養護教諭と担任との情報共有がよくなされていた。 

・登下校時の見守りや健康観察など，児童の様子を把握できるように努めることができた。 

・児童の実態や地域の実情にあった避難訓練が行えた。いつ･何が起きるか分からないということ

を意識できる場面も見られ，考えるきっかけともなった。 

 

６ 環境教育・福祉教育・国際理解教育・情報教育・キャリア教育・図書館教育・他について 

 

 

平均 4.0（昨年度 3.7） 

平均 4.0（昨年度 3.7） 

平均 3.5（昨年度 3.7） 
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平均 3.0（昨年度 3.2） 

平均 3.0（昨年度 3.1） 

平均 3.0（昨年度 2.8） 

平均 3.4（昨年度 3.5） 
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【意見等】 

・GIGA タブレットの活用等,今後一層進めて行かなければならないと思う。そのために教師自身に

ある程度の知識やスキルが身についていなければならない。校内研などの機会を活用して学習を進

めるとともに，おのおのの研鑽も必要だと思う。 

・英語教育の充実は，専科教員のご尽力のお陰だと感じている。教育課程特例校ということで全学

年英語があるが，専科の先生に英語の授業をお願いし続けていけるのか，その場合は担任はどのよ

うに英語学習と関わっていくのか考えて行く必要があると思う。 

【考察】 

・本年度から児童用のタブレットが配付され，各教室での活用が始まっている。多くの機能を把

握しきれず，使いこなしきれていないのが現状だが，研修で学んだ機能を使って学習を進める姿

や授業で使用した機能を教え合う姿が見られる。今後も自ら学ぶ中で ICT 教育を進めていく。 

・英語の授業は，全学年ともに専科の先生に担っていただいている現状である。専科の先生に授

業をお願いできる学年は，今後変化する可能性もあり，自分で授業を進めることも視野に入れて

いかなくてはならない。いずれ他の学校に勤務し授業をすることも考えて各自が研鑽を積む必要

がある。 

・都留文科大学のミニミニ大学はキャリア教育につながった。大学からだけでなくさまざまな外

部講師を招いたことでキャリア教育につながる授業を行った学年もあった。キャリアパスポート

の効果的な活用も考えて行く必要がある。 

 

７ 保護者・地域・大学との連携について 

 

 

平均 3.6（昨年度 3.4） 

平均 2.6（昨年度 2.8） 
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平均 3.8（昨年度 3.5） 

平均 3.9（昨年度 3.4） 

平均 3.7（昨年度 3.5） 

平均 3.６（昨年度 ） 
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【意見等】 

・今年度はコロナのこともあったが，そんな中でも大学との連携が比較的よくできていたのではな

いかと感じている。今年度できたこと，また来年度の方向性などをはっきりと引き継げるようにし

ていきたい。 

【考察】 

・コロナ禍ではあったが，地域や大学との連携は概ね良好である。 

・幼保小，小中連携については，課題が残る。感染症予防の観点から連携した行事の実施は難し

いところもあったが，新しい形の関わりの取組として，学校だよりを定期的に発行し，保護者や

地域に現状を伝えるとともに，開地保育園に紹介した。保育園からは，メールで保護者にお知ら

せしていただいた。 

・コロナ禍ではあるが，できる工夫を考えながら今後も社会に開かれた教育課程の実施，地域と

ともにある学校作りに努めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


